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お よそ 10 年 に 1 度 、 遥 か 彼方 の 新大陸 を めざし 、 
海 を 渡る 古館 た ち ー 一 。 


この “古龍 渡り "と 呼ば れる 現象 の 謎 を 解き 明か し 
た 新大陸 古龍 調査 団 の 偉業 は 、 い まや 暫 く ハン ター の 
知る と ころ と な っ た 。 各 地 で 彼ら の 英雄 朗 が 語ら れ 、 
な か で も 中 心 的 役割 を 果たし た “ 空 か らき た 5 期 団 " 
の 逸話 は 広く 親しま れ て いる 。 


この 書 は 、 そ ん な 新大陸 古龍 調査 団 の 活動 を 支え た 
ひと り の 調査 団員 の 手記 を まとめ た も の で ある 。 第 5 
期 団 と し て 新大陸 に 赴 いた 編 筐 者 で 、 名 前 は モン 。 彼 
女 に つい て 知ら れ て いる の は その 名 一 一 さる 同名 の 
ハン ター と は 遠縁 に 当たる らし い 一 一 の み で 、 英 雄 護 
に 登場 する こと は な い 。 彼 女 が 何 を 求め 、 ど ん な 思い 
で 海 を 渡り 、 何 を 成し遂げ た の か 、 わ た し た ち に は 知 
る 由 も な い の だ 。 だ が 、 彼 女 の 残し た 膨大 な か スケッチ 
か ら は 、 彼 女 の 歩い た 道 が 浮か び 上 が る 。 そ の 肉筆 に 
よる 線 の ひと つ ひ と つ に 目 を 凝ら し 、 耳 を 澄 ま せ ば 、 
彼女 の 息遣い まで も 感じ られ る 気 が し て な ら な い 。 


これ は 、 編 築 者 モン の 調査 活動 の 記録 で あり 、 そ の 
人 生 の 軌跡 。 決 し て “英雄 の 証 " で は な い 、 け れ ど 編 
築 者 モン が 確か に 生き た “痕跡 "な の で ある 。 
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大 立 芝 で 見る 事 の 條 来る 
環 天 生 物 侍 ち 


テッ カフ ト が ニー 


< 硬 ぃ も の を 持ち 電 ぶ 独 吐 が あり 、 
\ 東 激 を ちえ る と 

/ 人 SG を 落と 9 名 が あな . 
秩 9 ょ 27 

交 穫 o 甲 芝 
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Awayoz 和 MS 1 


フン を まとめ ゐる 移 い の 
発 代 味 肢 


陸 E で も 兆 答 測 来 6 信 . 
名 前 の 通り 雨 が 降る と 紀 く 性質 を 持 2 と か 
ま ド 鞭 ぃ ト 各 が 無い wo で 気 に な り ます. / 


水上 を 素早 < 中 放 て 物 舞 6 小 魚 . め 
浅い 凶 て も 郡中 K な < て 泳ぐ 受 を 


見 H6 事 が 中 来 ます . 


3 いい) 


だ で ET 


沈 光 器 販 は 


開聞 す 6 吾 が 届 未 5 ぶ 2 で す 。 2 ュー SN 
otBG8 す 6 が 生物 afur 富 cp,(⑮) し か り (中 を 
持て ぃ きす 
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4 


ジュ ラ ト ド ス ボル ボス 
モン スタ ーー 同士 の 縄 張 ) 和 争い に 遭 過 ! 


大 里塚 の 荒地 %2 


8WoW み 87 


尾ビレ 

辺 30, に 浴 み 、 
況 を 使 . 下 攻撃 が 得 胡 な 
大 型 モ ンス ダー・ 


1 八 中 泌 ” エフ AM5Yivo 
%S の 中 弧 ? 


伝 p エ > 条 w7 ロ コロ 
BS2IUS 計 主 
ファ イリ ン 7 


エキ エエ エエ ェ ャ ニハ ヘ 


ママ 


6 nM5TER 半 uNTER : MY ロ RLD 


AN 
さ ぐ ? PrTR5 七 KETCH 


マ 


ダグ 。 き 過 さ wm ト 

泥 に ハマ る と 自 勧 き が 
と 息 せ なく ぜ る の で 0 
要 注 訪 / 


3 


9 アノ 和 あ で M S! 
の のり 


ア // TA 
Se の し 
本 9 ラシー と - そ ー 


況 を まし お うと 高 天 回 転 
じ て ぃ る 時 は 近づけ な ぃ ./ 


。 ジュ ラ ト ド ス の 大 ヒレ . 
NE ヵ 泥 の に は 
美 い 」 ウ ロコ が 並ん で 
いま し に .…/ 


潜ん で 


い 


泥 の 中 


[うい (.、 


ゆ 。 く り と 獲物 に 


調査 に 向かう 学者 さん た ちの 


次 箱 任 務 に 就く 第 5 期 団 


Inv5TER 性 uvTER: MY ロ RLb ィ グ デー 
EbTTnRi5 七 KETCH 


ソラ マグ ダラ オス の 六 跡 の 調査 が 大 み 、 
風 愛飲 を 多 げ ゎ イス チラ ー/ 

ンプ ターズ を 新吉 表 彰 全 還 の 総 引 令 さ ん . 

ブ て 准 条 人 提 和 ネ し 大 孤 9f 虹 て ンー 


調査 団 X メ ン バ ー の 人 望 を 
信 * る スゴ イ 人 . 


1 スト ナ キャ - が て 来 て 
】 、 役 勉 玉 k し ば ぃ 総司 令 . 
TRS 


引 | 


Py 


絵 h の お 務 さ ん で 
先輩 \ ン タ - の 


3 


先 理 の お じい ちゃ ん 人 稚 谷 と は … モ ー ソ ツー が は お どり きす / 


1 た 生 - ち rc 名人 
生き 別れ の 多 で ある 玲 信 を 号 > て 
で 環 納 人 国 に 身 を 要 t ト と か 日 


ms 計 
に 
/ 
レン 
必 ミ 
シン 
共 : 


剖 
科 


で て 


区 


(、 


] 
0 


| 


テマ 


NN nMgTER サ uNTER : MM ロ RLb 


三 brT ロ Ri5 昌 KETC 
ママ 


調査 資源 管理 所 の 
技術 斑 り -- さ ん . SA 林 か あさ し 
に 調査 次 注 管 理 丁 て. / が の 日 ヾ 。 
アス テラ の 全 枝 材 を 
衝 C て いら 。 し ゃ ぃ ます と ミ 


物資 王 り - ダ ー さ ん . 
アス テラ の すべ て の 物流 を 
向 理 し て いる お 病 さ ん . 
お お ら か 人 な 性 格 で けど 
析 け 目 の な ぃ 方 . 


ミン ン 本 究 班 り -9- さ ん . 
ーー め め ゆる 家相 と 放 果物 を 懲 理 て いう > し ゃ いま す . 
ー 風 変 和 > 太 性格 で 、 学者 ジョ ー ク を 言っ (は 

で ひとり で 笑っ て いま す . 


/// 3 て 
4 本 か 2 目 を 本 す と な く に っ 


ペー 、 』】 92m. 記 2 
人 この 人 の 珠 o を 入 究 所 
3 EUC:2CW/ (⑳】 に の ブ v 


生 焦 研 究 朋 に は 本 が 堆 < 籍 まお. 
) 究 者 に ヒ > て (は 
夢 の よ う 人 場所 で す . 


導 宮 を 用 ぃ ト 


机 に 置か 邊 た ツノ は . - 
世 究 の を スタ - の も の ? 仙 


っ の 本 の 山 、 い っ か 人 が 起き て 
| お 隣 の 植生 研 究 打 を 埋め くす 予 感 大 
し て な ら 人 な いり …/ 


69 4 
トコ 


AAAAAAA 人 AAAAAAAAAAAAA 人 人 人 


出 蘭 臣 師 


| 』 代 欄 を 取り 符 だ 和 た に 
も まり て いた 2 は ーー 


状 常 に 特 戦 的 全 肉 偽 モ ンス ダー・ NN 
名 っ 豊富 写 胡 を 利 張 り と C て NNN 
EN や 


財団 の い を 上 < 確か め る 時 や 
燈 波 を 付 着 させ る マー キン 7 を 行う 際 に 
収納 し て いる 鼻 を 広げ る よう で す . 


いき 倒 り 島 が 則 て で < り MA 


〆 人 
1 


翼 を 拡 け て 日 光 浴 を し て い 様 す 。 
こう いて 体温 調 臣 を し て ぃ る と う 2 です. 


ee 人 


王 に イプ ト / ス 分 どの 
在 伝 モン ス ダ - を 捕 公 . 
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6 jnv5TER 壮 hNTER : MY ロ RLD 
KY 三 bYTnR5 ロ KETFH 


直 ラサ フ 特 狼 家 | ン 


イン ジャ ナ フ に 集 る 
ハン ダー さん / 


ビデ ーーー ペ ーーー 振り 抱き 合い か 
ーー ヒヤ ヒヤ し いまい.… 
較 


MM 上 2 


ン 自然 環境 o 戻 を 導 用 . 
ュ が 決 ゅ 生 し な 無 第 に 将 覆 で き ホ 2 で す . 


eee と SN 
(ピン yo SNS 


74 


ーー みみ 


ヽ 
ーー 


の 


意気 揚々 アス ナラ に 争 す る \、 
せん で も な い 作戦 が 発表 きれ た の で し た 。 


N 
1 二 代 樹 の 春 で アン ジャ ナ フ を 妊 狐 し 、 


場所 は 大 里谷 、 


ハン ター きん 学者 きん も みん な 、 きき 現場 に 向かっ て いま す 。 


それ は 、 あの 語 王 ツラ ・ ー マ ク ダラ オス の 縛 相 作戦 一 ご ! 


後 胃 り ee&c 作 香 決 生 


湖 
位 


。 


ヅラ ・ マ グ ダ ラ オス は 、 わた し た ち に 何 を 見 せ て くれ る の で し ょ 5 か 


ミル ーー ペペ ー ペ ーーー ニー ペペ オー へ ーー スペ 4ーーー へ ペー ーーー ペー や <ー 


と で に お 


ペン シ ーーー 


| 夜 を 後生 小 
7 ラマ 77 オ メ 捕 接 作 内 の 準 偽 | 


サー ek- 
SW AniNvgTER 性 uNTER: WW ロ RLDp 
S? 三 bTTR5 硬 kETC+ 


彰 ckt に マグ ダラ オス が 現 沖 る と 、 
学者 さ ん は 符 慢 し き ボ ず 調 査 し よう し 慌 び 唱 ( 収 @、 


て あぷ ポ せ つい 7 


|/ マガ 9 ラオ ス に 半 3 ミ う ヒ / 
無人 する 学者 さん 3 人 組 | 


% の 喜 電 は は デ 
も 見 習い た し 4 AN 


ツラ ・ マ グ の 振 朱 きつ 


角 の よう な 形状 で 、 高 然 を 癌 な 排 狼 器 . 
作戦 で は ソン ター さん 達人 ここ を 破 吉 し 人 と に . 


、 補 者 さん 負け じ と 
_ 双 明 鉄 で 狼 案 し まし 7 


の PP アグ 
体 g 茜 を コン トロ - ル し て いる よう で て す . 7 = 持 和 宮 記 の 大 ま か な 舎 


エート ーーー ーー ーー ーーー ーーー ニー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニーーーー バ | 


作戦 o 最 中 、 突 あと し で 答 来 し . 
華 紅 氏 ( く ヴ タラ オス ?) を 苗 . ホ ト 『o 古 交 . 
旬 前 は ネル ギガ ンプ と フウ 2 で す が 、 
詳 い 困 は 不明 
ここ て は 球 ヵ か ら 録 案 で き 下 事 の み ス ケッ 午 し 
いっ か ま 人 改め て 描 箇 で き 小 ば し 選 ぃ きす. 


大 ぃ 前足 を 使っ きっ けが 強力 。 M ES 
巨体 な の に 多き が 俊 宮 で す / 振り 上 サト 学 に は VM レ 
分 生 い 皮 が 見 えま し ノ ク グ 
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作戦 の 最 中 に 急襲 し て きた ネル ギガ ン テ ミ 
対 峰 す る ツー ド マ ス ター 


作戦 義 思 を 流す 休日 、 


衝 マ イハ ッ ウス に 引越 し まし に 


ん 


ーー 


カー ペッ トド ラビ し ガス ガエル を 放し た ら 


平 球 ガ ス を 


ぃ まし た ( 江 ) 


吐い て し ま 
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/ 人 大 く < な る の は 


と 2 し て も 人 角 


の 性 で し ょ うか …/ 


バン バニ 
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水 本 の 環境 生物 た ち は 
待 に 居 入 に び ます 


小 肖 や 木材 を %ar 合 ゆ せ て 
作 示 生還 


ちな に BOX の 中 に は 了 イ テス や 防具 が 
し サリ 入 > て いる らい です が … 
中 身 は 見せ て 賞 え ませ ん で (( 衝 ) 

2h ーー ノ 


~ 大 喘 谷 の 旬 肌 を 越え て 、 
隊 斑 弄 の 台地 ヘーー 

湖 見 風 に 乗っ て 運ば れる 隊 預 弄り 族 が 
捕食 者 た ちの 生態 を 支え て いる 


AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 人 A、 


陸 麗 環 の 合 地 工 


WVVVVVYVVVVVYVVVVVVVV マ YS こ ド 
IMnvaTen uvrER: MRLp NN 


こち ら は 地下 で 見 つけ ト 
0 5 着 の 高 ぃ 植物 . 


NN 訂 ング NN 


の 。 の 
NNSNN 7 ンジ 
ン ン 


NN Ni ルン 
は ば トト き が 早 す ぎ て 空 ヤ で 
止ま : て いる よう に 見 えま す . 


3 くい の 群れ を 作 て 


まる で 7 ンス を する ょ > うに 四 
徐 で 回 いま きす. や 


ン 


oy が 2*2 を に の の 
争い て いま 味 … 7 9 


ー 一 


ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー 、 シバ 3 計 
2 人 計 2 


陸 細 嘆 の 台地 に ある 大 き が な 具 . 
ご < 稀 に 、 夫 少な 真珠 が 取る 事 も 。 


4 IN 


ジグ ンジ キン fr7 の よう せな M 
NS 集 が 上 え て ぃ ます 。 


間 晶 サポ テン の よう 人 な と 
形状 の 植物 。 


地 負 も 各 も 、 全 て 具 や 再 閉 の KG で 出来 て いま す . 
まる で 水 の 無 い 海 中 を 歩い (いる よう 7  。 


^ 間 計 こ て で 下る "特産 ツボ イワ ビ 」 は 
ぺ s に ルプ 、 超 紀 間 素 ら いい で す . 7 


硬 ぃ 理 湖 の 化 名 の 上 ぃ く 
電 の 様 な 花 、、 な の で し ょ うか ア 


他 に も . 生 天 な 見 殻 や 
環 型 の 化 右 を 拾っ ちゃ いま し た 。 


ふふふ … 新 大 降 の レア 人 な 


コレ 7 ショ ン が 
ま 全 場 えま し た と ./ 


コト ーーー ニ ーーー _ _ で て o 地 の 古代 入 物 を 
際 き YY 

イ し も を 見 な が ら . こん な 上 生 が N 
、 の か も 、、 と 提 像 し ちゃ いま し ド ! 


陸 天 の 台地 で 集め た 素材 を 
加工 屋 に 持っ て いき 、 
ッ ル ムー 義 備 が 完成 ! 


8 5 ペ 
陸 現 天 の 台 な 


了 記 ン ス 


で 


陸 末 聞 の 合 地 に 生息 する 茶 電 . 
陸 瑞 政 の 凶 人 主食 と じ て いね. 


> NE 
ま 后 と ー 貫 に 陸 更 中 9W を ご 
\ 吸い 入 C で いる 林 を 発見 。 
* ダイ ナミ >2 今 食 講 / 


CMA 


よく 見 る と . 
コウ モリ の よう な 
不思議 な 藤 立 ち ../ 


空気 を , め ん て 騰 2 張 い 雪 。 を 
湾 空 電 の 名 p 通 り . この 状態 で : 沸 空 6. 
省 回 り の 被 も は モ す モチ / 


ww か ら の ボディ プレ ス が 甘 カ で す / SN SW。 ! // 人 
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陸奥 章 の 合 地 で 見 つけ 
環 寺 生 物 ち 


風 の 湾 小 が 強 ぃ 場所 を 末 っ 計 物 。 
集団 で 浮 導 し て いる 内 が 美 いい / 


_ マイ ル - ム に 配 連 する や で は Mb 
吉 所 を ゆく り 共 行い ぃ る 生物 . TK 
スリ ン が - な ど を 当て 若 下 させ る 事 が で きら る 。 ジ 


ん 
スリ ン ガ ー に 石ころ を セッ ト し て 
代 空 徐行 いい 個体 を 区 ち 茎 と し 所 を ーー 


捕 鶴 ネト で ん トノ 


素 の シ NM 5 ご マ 
2 


陸 玖 形 の 台地 の 主 、 
風 漂 竜 レイ ギ エ ナ 


M 
め 


四 肛 が 特徴 的 な 稚 電 . 
稚 北 時 ct 胸 の ほ は か. 頭 者 や 欠 生 に ある 


4 胸 v @ に 放 


冷 系 を 継 せる 事 が 
NN 出来 る さ う で す . 


下 ヤ や 花 を 思わ せる よう な 
美 い , 愛 肛 . 


レイ キ ェ ナ 女 性 装備 


名 所 に 特徴 的 根株 か あし 中 人 防具 
蘭 人 さん の セン スズ 人 が 光っ て きす / 
マン ト が カッ コイ イー / 
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| ツィ ツィ ヤッ DP 


降下 玖 do 合 地 に 生 見 する 烏 電 物 . 
条 物 ゃ 天地 対す る 
内 光 放 軸 が 特徴 的 . 


3 


SS kg 問 mW 


0 


ンス 
ルク クン め / ar 光 


ss SN 


PP SR の 
邊 の 四 赤 の 陳 間 に ある 死 光 慈 宮 を 光ら せ 、 
お 


ー 2 2 ある 金 o よ うな 上 受 に 
い プン 隊 を 反映 させ て ぃ る 『 う スゴ 1 
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EEENZE | h。 


党 者 を 中 心 に 構成 され 代 箕 回 で 、 
メン バー の 9 制 を 学者 が ち め て いな 。 


ン * 


) 


6 こ hgAvCy て 
| 


人 NNN の ( 


9 シム uvty77 9 
た No 9 ェ ー リ 


第 3 期 団 の 団 作 さ ん 


生物 党 の 中でも. 
ト ゝ 脱 科 学 を 専門 と し て いる お 方 。 
Ms / ミ 計 舎 と 和 識 飲 が 3 多く. 
ぁ 9 優 飽 性 持ち 主 . 
5 人 後 . 押 事 に 元 に 戻り まい に .… 2 
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ロー プ に トス リッ ガー ミ 引 し 鬼 け て 
スム ー ズ に イー ルド を 物 釣 で さる. 
気球 開発 員 さ ん 2 

研究 基地 る 気球 改革 じ て く 小 まい / 
陸 殖 贅 の 合 地 に ロー プリ フト も 麗 置 し に スコ イ 人 / 


学 き さん も 気球 あ 基 の お 人 伝い 。 
何 年 も 本 より 重い も の を 持 . ホ 事 が な いら し く 


再 で 態 を 飛ば すし 聞 ぃ ( 
専 了 中 る マカ 鍵 金 研究 見 さ ん ( 家 
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へ = 


に 価 な の お 大 が 人 kt きす, 
と て も 良い ぃ 乾 り / 全 の で す が . プッ ン 
御 類 聞い て 客 え て JE けり ませ ん た で し ( 信 


/ 何 な o 記 分 を 
抽 中 する 問 具 ? 


計 各 で 採集 され ト 
サッ プル が uz は いで す / 


AAAAAAAA AAAAAAAAAAAAAA 
R 右 ZN 
尊 。 気 の 谷 
VVVVVVVVVVVVVyVVVvVVVVV マ 


4nvsTER 半 uvTER: YRLD 
Eprrans 5kercm 


ヅラ ・ マ ググ ダラ オス の 六 跡 を 追っ て 、 療 気 の 谷 で 
あま り に も 過酷 な 環境 に 息 が 詰まる ー 一 


知 果 全 o か 、 
上 


周 記 じ 


寺 
坦 
て 
軸 
? 


〔 


環境 


110. 


ラフ ィ ノ ス ( 気 ) 


闇 所 の 影響 で 体 色 が 変り 、 
1 人格 も より 失業 に 
っ て いる 。 


青 剖 の ヤッ 7 た 


陸 一 贅 の 人 反 で 見 下 ラ フィ ノ ス と は 


全く 違う 種 の 徐 電 に 思え ます , 
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< マ て 


本 遇 1 別名 「 洗 隊 如 」 し 呼ば (いす 吾 筆 で 
し 
」 ドス ギ ! kk 麻痺 性 の 考 液 を 吐い て 獲物 を 人 包め 6. 


ギル オス を 引き 建て 待 但 す 6。 


ギル オス た ちの 旨 張 り は 特に 湖 所 が 強い が : 
スリ ン ガ ー- 松 時 弾き 笛 彰 品 を 導く する と も / 


/ 殺 6 便 利 7 


[11 
強 部 の ユラ が 
攻 に 広がる . 
5 ドス ギル オス と C く 
較 2 才 に 麻 間 寺 を 持っ | 
「 半 Ne や ws 
っ cc で て 
ーー 


に 
1 
鍼 
某 
洋 
人 
和 
理 
gd 


清 気 の 儲 に 棒 思 する 暑 を 物 o モ ンズ 9ー。 
別名 和 角 慢 の 名 の 遂 り , 

員 に 覆 軸 小 ト が 特徴 際 

調 を 食料 に も し て いる よう で 。 


商 o 語 側 に ドド け 
芝 を 竹 . て ぃ る 6o が 
カコ 展 か 7 


ば 
まる で 員 が が 生え て いる か の よう に 上 える 人 が 
身 に 舌 う ダー ル の と う 全 も の で 

全 見 に 管 を 接着 させ て ぃ る ゐ . 


若気 の 谷 交 


プ ド パ ル キン 狗 人 の 才 市 


教訓 O 
ラド バル キン 狩 紅い は 代 険 が い : ば り / 
名 ぶし. 左 よ し の 空 全 < 欠 記 を で ポ す に / 


キッ ン な を 遇 所 で 


D っ 1 由 不慮 の 事 考 多 移 .… 
N ) ンー の 


中 
エン 


ゝ 
> 
り 5 
る ニ へ N【 こ 
の デー さく 
ティ Ni ご ンク 
則 く の 
\ / / ーー デーン (人 
ぐ で < - ーー: 


71【 の ) 2 = 
ま ル に 星 眠 せん を 中 中 する 攻撃 も . 要 注 喜 / 


4nN5TER TuNTER: MM ロ RLD 
$? EpITHR5 ニ 七 KETE 


直下 コ 


沸 気 の 公 き 半 算 入 介 し . 4 を ー 
モン スタ - の 玩 体 を 来 め 唱 きま 小 る 6 日 胡 . - ーー テー 
IM 忌 Ae 信 と し て いる よう で . 


1 人 ) 6 0/ 
ルク クー 


| 動 肛 一 見 個 内 が 剥き 出し に 全て いる と 
NO/ 見 間違う よう ダサ 移 特 な 体 表 . 
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8 


強 果 公 し た オド が ロン | 内 を 食う 2 ヒ 強 和 人 し 、 さ ら に 危険 度 沢 増す 。 


妊 戦 的 な 財 格 て 、 
1 攻撃 時 に は 折り た た ん IRIS コ 
EAN 午 き 沿 し に す 6. 


争 の よう SA。 い | 
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浴 気 の 谷 を 調査 し た 
第 5 期 団 の 導き 出し た 答え 、 
それ は この 地 が “モン スタ ー の 墓場 "で ある そい うこ き 。 


と の 場所 で “ 死 ? を 迎え た モン スタ ー た も は 、 
大 地 の 常 養 き な っ て 次 の 世代 の * 生 "を 育 セ ヤー 一 


H それ に し て $、 
1 座 斑 区 の 台地 人 ほ ざ の 豊か な * 生 "を 支え て いる の は 、 
いっ た いざ ん な * 死 ? な の で し ょ うか ……? 


ーー ペーーーーーーー ツ ーーーー ペ ーーーー ペ ーー ジー ベー ジーー…… 


ja 


人 台 か ら 


加 ギィ イブ ロス 大 里塚 同 辺 を 生息 域 と する 欄 を . ンー 
Evez[ ンク イー 2 大 人 名 0 訟 カ 府 り 、 ンク 
フー。、 史 の 地方 て 72 の 居 の 生 才 」 と も ch ジ ク グー 


2 本 の 角 を 使い 、 
地下 か ら 強 烈 な 実 き 上 げ を くり 出す 


ノーーー まで に 移 ま 人 
[ 祭 凶 9 前 て ハン ター さん が 回 感 する に 
作 ) その まま 朋 が 判 *- て し まい まし た 


株 放 の 前 思い 
(ね で 呑 本 の 年 輪 p よ う 。 
こ を 油 N れ 年齢 が わが か も 2 


二股 に 分 信太. 
売 々 し く 振り 加 す 攻 還 も 


Ei 


WW jMnnsrn ureRi Namrp 
区 En re 


火 窟 の 雄 . " 空 の 王者 "リオ レウス ヒ 
火 電 の 由 ." 陸 の 女王 "リオ レイ ア . 


リオ レイ 了 


古代 料 の 示せ に 上 具 する 
飛 電 術 の 上 

凶 き 礁 カ れる ヒビ こき で も 
刀 ぃ お て 六 る 。 


リオ レウス は 用 
リオ レウス | リオ レイ rl 大 に 寺 を 持っ. 


古代 樹 の 者 て 
生 符 勾 の 頂 品 に っ 稚 意 稀 og. 
WM リオ ルイ ヤ ヒ つが ぃ で 独 り を 行う . 


Ei 


PE 


レス 黄 の 綴 の 突起 は 
援 乳 器 の 役割 を 果す 


の 


ノ 


1 


リオ レウス OCR 
ン NE 
(2 ie 


の NN 


9 の N NN 
ぐち N N 
130 N 


MM 


NM 
よく 開 ミ えん し 尽 。 


RNN 
行方 不 男 ゃ な っ て いた ツラ ・ マグ ダラ オス が 
、 泊 死 の 状態 で 地 随 回 魔 に 導い 込ん で いる を の 一 報 お が …! 2 


< の まま マグ ダラ オス が 死 を 迎え る \、 
溜め こん だ 生命 = ネル ギー が 地 承 を 通っ て 放出 きれ 
新大陸 は 火 の 海 に 包ま れる 、 きのう …… 


新 大 際 二 侵 議 衣 田 は 総力 を 挙げ て 、 
ヅラ ・ ー マ ク ダラ オス を 地 了 由 春 か ら 外 海 へ \ 請 導 す る 1 


* … わ た し も 、 見 届け に 行っ て きま す ! 


PE 


6 
/ 
有 
1 
| 
回 


ーーー ツー ツー ペン ーー ハハ スム ペー ムー ヘーーー の バム 
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ここ 


ーーー 和 | いま も に の 性 界 の どこ か に いて 、 紙 と ペン を 上 


現在 まで に 見 つか っ て いる 幼 基 者 モン の 手 
記 は 、 こ こ で 導 始 えて いる 。 


用 


か の 英 堆 請 に よれ ば 、 新 大 陸 胡 査 加 は ギ 
ルド の 協力 の も と 、 撃 衣 栓 を 使っ て ゾラ マグ 


だ が 、 わ た し は 確信 し で いる 。 失 攻 者 モン は 


手 に 旅 の 途中 で ある と 。 ミ チビ キ ウ サ ギ に 導 か 
、 ハ コピ アリ に 連 ば れ て 、 渡 れつ いた 先 に を 
の ・ 導 訪 " は ある 。 


いつ の 日 に か また 、 直 者 モン の スケ ッ チ を 
講話 兄 に お 届け で きる こと を 折っ て 


新大陸 スケ ッ チ 紀行 
ー モ ンス ター ハン ター : ワー ルド 編入 者 日誌 
給 ・ 且 山 も ん た 
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